
体育会自転車部の森本晋也さん・野村裕平さんペアが、
全日本学生室内自転車競技選手権大会で優勝

関大トピックス

関大人の冬物語

「百年ひとむかしのパリ・サーカス事情」

編集後記

今月の表紙

カメラマン：文化会写真部 吉内 涼介さん（商2）
モデル：競技かるたサークルの皆さん

　スペインの作家ラモン・ゴメス・デ・ラ・セルナの『サーカス』（原作 １９１７ ： 
拙訳 関西大学出版部  ２０１６）をひもとくと、古きよき時代（ベル・エポック）
のパリのサーカス常打ち館に集まる観客は、意外にも庶民の家族連れではな
く、王侯貴族や上流階級の人びとだったことがわかる。ピカソやコクトーのよ
うな前衛派の芸術家たちも足繁く通い、熱い視線をあびせた。
　当時のサーカスは、キャバレーやダンス・ホールと同様、富裕層の夜の
社交場の色合いを帯びていた。そんなわけで、紳士淑女とも、明治時代
に鹿鳴館でひらかれた舞踏会を彷彿とさせる、何ともきらびやかな服装を

身にまとっていた。
　ふつうは、夜の部のみの興行で、９時半に始まった。さすがは宵っぱりとい
うか、夜ふかしのラテン文化、開演がずいぶんと遅い。とても良家の子女が
行けるような時間ではなかった。その代わり、木曜か日曜の、昼の部の興行（マ
チネー）に、ごちそう入りのお弁当を持って、両親といっしょに出かけた。
　最近知ったのだが、じつは、フランスの小学校は、１９世紀後半から１９７２
年まで木曜がお休みだったのだ。週半ばにひと息つける愉しい日が待ちうけ
ていたのである。これこそラテン的なゆとり教育でなくて何であろうか。

『関西大学通信』は毎号たくさんの学生にご協力いただき、発行にいたっています。いつも読んでいる方は、ぜひお友達に宣伝して
ください。初めて手にとる方はじっくり読んでみてください。今号の「特集」では、学生の皆さんが手軽に行ける温泉や銭湯を取り
上げています。寒さ厳しい季節が続きますので、心身ともにぬくもりに訪れてみませんか。これからも『関西大学通信』をよろしくお
願いします。

発行日：２０１7年1月１０日（年９回発行）
発行：関西大学広報委員会
〒５６４-８６８０ 大阪府吹田市山手町３-３-３５
電話：０６-６３６８-１１２１（大代表）

競技かるたを今まで撮影したことがなく、その俊敏さや迫力に圧
倒されましたが、それに負けないぞという思いで撮影しました。
今回、他の写真部員の手助けもあって、良い写真が撮れたと思っ
ています。

　文部科学省の平成２８年度「私立大学研究ブランディン
グ事業」タイプB（世界展開型）に、本学が申請した「『人に届
く』関大メディカルポリマーによる未来医療の創出」事業が
選定されました。
　「私立大学研究ブランディング事業」とは、学長のリー
ダーシップの下、優先課題として全学的な独自色を大きく
打ち出す研究に取り組む私立大学・私立短期大学に対し
て、経常費・設備費・施設費を一体として重点的に支援する
もの。今年度は、１９８校の申請の中から計４０校（タイプA

（社会展開型）：１７校、タイプB（世界展開型）：２３校）が選定
されました。
　本学ではこれまで、先端科学技術推進機構に設置した医
工薬連携研究センターを中心に、医療の進歩のための革
新的技術の開発に寄与するべく、メディカルポリマーを活
用した医療器材の開発に力を入れてきました。
　本研究ブランディング事業では、この実績を広報戦略「社
会とつながる研究」と定義し、本学が開発中の未来医療を
革新する材料＝関大メディカルポリマー（KUMP）をブラン
ドと位置づけ、「世界の人々に届く」日本発の医療器材の開
発を行い、医療基盤を支えるものづくりの重要性の発信と、
今まで実現し得なかった未来医療への貢献を目指します。

　産学連携プロジェクト「ICT面接トレーニング」は、面接の
場における自己プレゼンテーション力の向上を目的とし
た、大学生の就職活動サポートプロジェクト。「ココロの視
える化サービス」を展開するNTT西日本と、知的活動支援
システムを研究するシステム理工学部・小尻智子准教授の
研究室が手を組み、本プロジェクトが実現しました。
　「ICT面接トレーニング」では、バイタルデータの分析技
術や音声テキスト化技術を活用し、情報を客観的にデータ
化することで、自分自身のバイタルタイプやチャームポイ
ントを知ることができます。面接を指導する側のサポート
ツールとして、面接やプレゼンテーションなどセルフコント
ロールが必要な場面での活用が期待されています。今後
は、学内で行う就職活動支援イベントで、本サービスを試
験的に導入する予定です。

　千里山キャンパスで１２月１１日、「関西大学まちＦＵＮま
つり」を開催しました。本イベントは、関西大学カイザー
ズクラブとママふぁん関西の共催で、多くの市民・卒業生
の方々に大学が楽しい場所であることを体感してもらうこ
とを目的とした、大学・地域一体型イベント。当日は、チ
アダンスやサッカーなどの「各種スポーツ体験」や科学の
不思議を体験できる「サイエンスショー」、「体験ワークショッ
プ＆ステージ」、「子ども店長」等さまざまなイベントを実

施しました。子ども
から大人まで約６‚５
００人の地域住民が
キャンパスを訪れ、
笑顔あふれる一日
を過ごしました。

　１１月２６日・２７日に東京工業大学で行われた第４９回全日
本学生室内自転車競技選手権大会で体育会自転車部（サイ
クルサッカー班）の森本さん（経４）と野村さん（商３）ペアが優
勝を果たしました。
　室内自転車競技とは、屋内で行われる自転車競技の総称
で、サイクルサッカーやサイクルフィギュアなどがあります。
サイクルサッカーは自転車とサッカーが融合したもので、１
チーム２人制の屋内競技と５人制の屋外競技があり、日本で
は２人制の屋内競技が主流。ルールはサッカーとほぼ同じで
すが、手はハンドル、足はペダルから離すことはできないな
ど特有のルールもあります。
　森本さん・野村さんペア
はそれぞれ「学生相手の無
敗」と「インカレ優勝」を目標
としており、見事成し遂げる
ことができました。

文部科学省「私立大学研究ブランディング事業」に
本学の申請事業が選定

NTT西日本との共同トライアル
「ICT面接トレーニング」を開始

「関西大学まちFUNまつり」を開催

（広報課　池田真理）

梅田キャンパスでの記者発表の様子 写真提供：関大スポーツ編集局KU-SMART PROJECT ウェブサイト

平田 渡外国語学部 
特別契約教授



　高校生の頃、陸上部の練習帰りに、父と一緒に温泉や銭湯に
行っていました。体を動かした後の温泉はとても気持ち良く、こ
の頃から温泉好きになりました。最近よく行く温泉は神戸市に
ある「吟湯 湯治聚落」です。探検部で登山した後に、各地のいろ
いろな温泉を訪れました。有名な温泉にも行きましたが、お客
さんが多かったり、湯の温度が熱すぎてゆっくりぬくもることが
できませんでした。ここの温泉の湯加減は、登山
後の体温が上がった体にもちょうど良く、特に
炭酸泉の露天風呂が気に入っています。開放
感があって気持ちが良くて、体の芯から温まり
ます。先日は、六甲山登山の帰りに立ち寄り、登
山の疲れが取れました。

文学部 ２年次生

小藪 一輝さん
（文化会 探検部）
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　温泉とお祭りが好きです。自宅が城下町で有名な大阪府岸和田
市ですので、小さい頃からだんじり祭りに参加しています。だんじり
の後ろについて一緒に走るのです。そうして汗を流した後、自宅から
車で１０分のところにある、お気に入りの「天然温泉 だんぢり湯」に
つかると疲れが取れます。だんじりが屋根に乗っかった瓦ぶきの建
物で、内装もだんじり一色ですから、なんともうれしい温泉です。源
泉は地下１キロで、毎分５５０リットル湧き出る、
ナトリウムー塩化物・炭酸水素塩の豊富な
温泉だそうです。愛媛県西条市の祭りに出
かけるのも、みこしやだんじりなど１５０台が
出る大規模な祭りがあるからです。行け
ば必ず近くの温泉につかって帰ります。

文学研究科 M１

辻井 花歩さん

大阪府岸和田市
「天然温泉
だんぢり湯」

　銭湯の魅力は、温泉に行くような気持ちで、手軽にお安く非日常を
味わえるところです。京都の千本鞍馬口近くにある「船岡温泉」は、一
見旅館のような門構えの京都らしい風情ある銭湯で、国の有形文化
財にも指定されています。檜風呂や露天風呂など、いろいろな風呂が
楽しめるのに加えて、脱衣所と浴室の間の渡り廊下には色鮮やかな
マジョリカ風タイルが施されていたり、脱衣所に
は欄間があったり、日本の銭湯文化が随所に見
られるところに魅力を感じます。また、近くには
昔の銭湯をカフェに改装した「さらさ西陣」や
あぶり餅で有名な「今宮神社」があるので、学生
の皆さんには京都の町とおいしい物も一
緒に楽しんでもらえたらいいですね。

京都府京都市
「船岡温泉」

政策創造学部

杉浦 勉准教授
（教員組合 銭湯文化同好会）

人間健康学部 ４年次生

佐嶋 優輔さん
（体育会 アメリカンフットボール部）
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　自宅から自転車に乗って約１０分の場所にある「一休」には、地元の友人と
一緒に月に２、３回行きます。露天風呂や陶器風呂などいろいろな温泉があ
り、なかでも広々としている大浴場が気に入っています。アメリカンフットボー
ルを始めて１３年目になりますが、大学生になってからの練習が一番ハードで
す。私の場合、入学時から体重を２０ｋｇ近く増やす必要があり、知らぬ間に足
腰に負担がかかるので、練習の疲れをしっかり取って、柔
軟性を高めることがけがの予防につながります。
　授業と練習で忙しく、友人と遊ぶ時間がなかなかない
ため、温泉に一緒に行くようになりました。温泉に入ると
気分もリフレッシュし、友人との会話も弾みます。ぬくも
りながらのストレッチや温冷交替浴をすること
で、疲労の回復が実感できます。

大阪府大阪市
「街の湯治場
上方温泉 一休」
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　小さい頃から家族で各地の温泉に行っていたので、いつの間にか
温泉好きになりました。２０１５年の秋には富山にいる父母と箱根温泉
で合流し、親子で温泉につかりました。８月下旬に出かけた道後温泉
では、１,５００円の個室を奮発して１時間２０分ほど楽しみました。ここは
日本三古湯の一つといわれ、『万葉集』にも出てきますし、夏目漱石の

『坊っちゃん』にも登場します。共同湯は道後温泉本館と椿の湯の２カ
所です。前者は観光客中心で、後者は地元客の
利用が中心です。また１１月初めには別府にも
行って市営の温泉につかりました。シャワー設
備はありませんが８０年近い歴史のある建物
で、客の半分は地元の方々。風情のある温泉
を毎日楽しむ方もいました。

政策創造学部 ４年次生

秋山 高志さん

坊
っ
ち
ゃ
ん
ま
で

愛媛県松山市
「道後温泉」



OPINION  OF  PROFESSOR

経済学部　林宏昭教授 次回のテーマは…「社会人のストレス解消法」
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　大学への進学率が高まった今日、奨学金は貴重な制度であり、学生支援機
構の奨学金は３分の１を超える学生が活用しています。その中でも利子付き貸与
の奨学金は、近年引き下げられてきたとは言え利子が課されます。かつてのよう
に就職後確実に給与が上昇することが保証されていれば、返済の相対的な重さ

関西大学では、学生一人ひとりの経済的なサポート体制の充実に力を注い
でいます。学内で独自に給付・貸与する奨学金のほか、日本学生支援機
構奨学金や民間奨学財団給付奨学金などの学外奨学金に出願することも
可能です。奨学金の種類や募集時期などの詳細は、奨学支援グループま
でご相談ください。
http://www.kansai-u.ac.jp/scholarship/

は次第に縮小しますが、必ずしもその将来は確保されていません。また、市中
銀行の日銀からの預入について“ マイナス金利 ”が導入されるような低金利の
時代に、奨学金に対するプラスの金利を設定している状況は不適切だと思いま
す。奨学金の返済は次世代の奨学金の原資にもなるわけですから適切な返済は
必要なことですが、一方で給付奨学金の拡大や利子のさらなる見直しなど取り
組むべき課題は多いと思います。同時に、奨学金を利用しているかいないかに
かかわらず、学生たちは大学教育に費用をかける成果を社会に対して示す責務
が負わされていると思います。

誰もがストレスを抱える現代社会において、うまくストレスと付き合い、解消する方法に
ついて、社会で活躍する卒業生にインタビューを行います。

多くの学生が利用している奨学金について、
利用している人・していない人問わず
どのように思っているかアンケートを実施しました。

KA
NDAI STYLE

KANDAI STYLE

KA
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KANDAI STYLE

KA
NDAI STYLE

KANDAI STYLE
奨38% 学 金

を考える

奨学金制度について

120（人）

（人）

100806040200

ある
ない

奨学金制度に関心はありますか？Q

120100806040200

ある
ない

関西大学の奨学金制度を利用
しようと考えたことはありますか？

Q

奨学金制度を利用している学生の割合

※大学、短期大学、大学院、高等専
門学校及び専修学校（専門課程）を
指す（日本学生支援機構データ集
より）

　今号の「関大誌上教室」アンケート「奨学金を考える」に
ご協力いただいた皆さん、ありがとうございました。プレ
ゼントの発表は、当選者のみ、インフォメーションシステ
ム「個人伝言」で連絡します（１月１０日に通知予定）。
　「関大誌上教室」のアンケートは次号以降も行う予定
ですので、ご協力をよろしくお願いします。

※関西大学奨学金、日本学生支援機
構、関西大学給付奨学金、民間財団、
地方自治体奨学金を含む（関西大学
『学の実化』データブック2016より）

2.６人に
１人

44%
2.３人に

１人

関西大学全 体

89
32

114
7

大学生活が忙しく
アルバイトをしな
ければ、毎日の昼
食を購入したりす
る費用を節約しな
ければならず、体
調を崩しがちでし
たが、奨学金を得
ることでそれらを
改善することがで
きました。

奨学金を利用さ
せてもらっていま
すが、一人暮らし
にかかる費用も
依然として大きい
ので、何らかのア
ルバイトはやって
いないと厳しい状
況です。

変わったと思いま
す。大学院に在学
していますが、奨
学金のおかげで
アルバイトに割く
時間を減らすこと
ができ、研究に集
中できる環境が
得られています。

お互いにどのような奨学金を利用して
いるかを話したことはあります。意外に
HPを逐一確認している人は少なく、自

分の話を聞いて初めて
知った人もいました。奨
学金利用について、学
生の間でも情報の共
有がうまくいっていな

いように思われます。その
ため、奨学金の広報活動
をもっと増やしてほし
いと思います。

数百万円にもなる
返還額が、将来の生
活を圧迫しないか
どうかが不安だと
いう話をしました。
だからこそ、しっか
り給料のもらえる
ところに就職しよ
うと改めて感じま
した。

あります。奨学金
制度はかかせな
いものです。奨学
金制度を比べて、
大学を決める留
学生が多数いる
そうです。

「現在奨学金が毎
月何円もらえてい
て、関大給付型の
奨学金もあるよ」
等、奨学金につい
ての情報はほぼ
全て自分で収集
して情報共有して
います。

自分の名前で借り
るものだから、全
部自己責任で管理
するよう言われま
した。
その通りだと思い
ますし、自己責任
が伴う事柄はこれ
からも増えるので、
金銭管理は自立の
ために必要な力の
うちの１つだと思
います。

必要か必要でな
いかじっくり話し
合いました。

両親は授業料等の
支払いに応じてく
れる様子でした
が、やはり負担をか
けたくないという
思いと、成人してか
らは自分の身の回
りの事や、選択した
進路について可能
な限り自身で賄い
たいと話しました。

今回受けられたこ
とについては、お
金よりも「頑張っ
たことが認められ
て良かったね」と
喜んでもらえまし
た。奨学金のこと
だけを考えて受講
科目を決めるよう
なことはしない方
が良いと言われ
ています。

現在、利用してい
るのでありがたい
ですが、卒業後の
返還が少し不安。

自分が挑戦したい
こと、例えば留学な
どのまとまったお
金が必要な時に重
要だと思います。学
生が学業に専念し
たい時にお金のこ
とを心配する負担
が少しでも軽くす
るために必要だと
思います。

現行の制度に満足
しており、今後も
制度を充実させて
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【アンケート期間】１１月１８日～１１月２４日　【対象】関大生　【回答者】121人

１月号「関大誌上教室」アンケート
プレゼント当選者の発表について



アパレル業界／販売

日常生活における「あたりまえ」を問いなおす。

経済学部

「経済学演習3」
中澤信彦 教授

神谷幸司朗さん（3年次生）

必須アイテムは、情報収集に必要なカメラ、税込み価格を計算する電卓、
予定を管理するためのスケジュール帳など

ある1日の
スケジュール

　演習テーマは、「脱常識の社会経済学～「あたりまえ」を問いなおす～」。中澤信彦教授
のゼミでは、日常生活に溶け込み、常識となっている「あたりまえ」を根底から疑います。
学生自ら関心あるテーマを設定し、自分が納得できるまでとことん追求することが、この
ゼミでは求められています。
　ゼミに入ってまず初めは、「教えてもらってあたりまえ」という授業の在り方を問いなおすた
めに、学生自身で「意義ある授業」を作ることからスタートします。仲間に有意義な時間を持て
たと思わせれば成功。うまくいかなかった時は、その理由を学生に考えさせます。自分の頭で
考える能力が養われてくると、バラバラだった知識がつながってくるのだとか。また、そうな
ると、学ぶことが面白くなってきて、その成果をより大きな舞台で確かめたくなるものだと
か。昨年度は「西日本インカレ2015（合同研究会）」で「食品ロス削減へのアプローチ」を発表
し、見事優勝。今年度もゼミ生が3つのグループに分かれ出場しました。２年連続の優勝とは
なりませんでしたが、審査員特別賞を受賞しました。また、「後輩ゼミ生の選考を先輩ゼミ生
が行っている」こともこのゼミの基本理念である「学生主体」の現れの一つであるとのこと。こ
のようにして、先輩が後輩を指導し、後輩は先輩を見て学ぶ関係が生まれます。さらに、他学
年の学生とつながる機会を増やすため、3学年合同で夏冬に合宿を実施しています。それら
の活動を通じて、学生は「学生主体」のゼミ運営に誇りを感じることができるそうです。
　集大成である卒業論文は、執筆を孤独な作業にさせないことが重要だと中澤教授は
話します。皆から意見を聞いてできあがった卒業論文は、全員の共同作品と言ってもよ
いものです。卒業生や保護者を招待して行われる「卒業論文報告会」は、2005年に始め
られた中澤ゼミの恒例行事で、2年半の学びの成果を証明するセレモニーとなっていま
す。「経済学にあまり興味を抱かずに入学した学生が、卒業する時に『面白かった』と思っ
てくれる仕掛けを、これからも作っていきたい」と話します。
　最後に「予期せぬ環境の変化で、苦境に立つ場合もある。逆境の中でも、決して思考停
止せず、自分の頭で考え、人生の選択肢を探せる人になってほしい」と締めくくられました。

世の中の「あたりまえ」に疑問を抱き、
自らの頭で考える力を養い、自主的に行動することを目指します。

経済にとらわれない身近なテーマを取り上げるので楽しいです。
チームで取り組むことで、責任感が生まれました。ゼミの一環で
企業を取材する機会があり、視点を変えて課題解決に取り組む
方法を学びました。関西大学に入って良かったと思えるゼミです。

自分たちでゼミを動かす特殊性に魅せられて入りました。もと
もと自己表現には自信がありましたが、より深く考えて発言し
なければならない論理的思考を学びました。「人間力」で勝負
する人に成長できる最適のゼミです。

このゼミでは、自分の頭で強く
深く考え抜く力の養成を何よ
りも大切にしています。考える
前にインターネットで検索して
ヒットした情報を鵜呑みにして
しまいがちな時代だからこそ、
こうした力は社会でますます
必要なものになっています。
学生が流した汗の分だけ、私
も汗を流して頑張ります。

横田しおりさん（3年次生） 経済学部
中澤信彦 教授

65

スケッチャーズジャパン合同会社

アンティ・クンナスさん

　フィンランド出身のアンティ・クンナスさんは、スケッチャーズ
ジャパン合同会社に入社して１年半になります。現在は、神戸元町１
番街にある神戸元町店で店長を務めています。オリジナルシュー
ズの仕入れや在庫、販売から売り上げまで、店舗を総合的に管理し
ています。中学の頃から各国の言語を学んでいましたが、高校時
代に日本語と出合い、勉強するうちに日本への関心を深めたのだ
そう。漢字を１２００字覚えるなど、語彙力には自信がありましたが、
言葉や文化をもっと知りたいと考え、フィンランドの大学在学中に
１年間、日本への交換留学を経験。弱点だった会話を、授業とホー
ムステイで強化しました。
　大学卒業後、関西大学経済学研究科に入学し、日本経済史を専
攻。日本の経営者や経済発展の足跡を学びました。学んだことを仕
事に生かそうと、日本での就職を決意し、就職活動を始めますが、
企業の採用基準がつかめずに戸惑います。不採用が続く中、落ち
込むこともありましたが「気にしすぎるとチャンスを逃すかもしれな
いので、積極的に行動するよう気持ちを切り替えました」。その結
果、アパレル企業に採用されます。真剣に仕事に取り組みながら
も、将来を見据えてより高いスキルを身に付けたいと考えていたと
き、スケッチャーズにスカウトされて入社。半年間、副店長を務めた
後、店長に就任します。現在は人材育成に力を入れ、店長・副店長が
不在でもスタッフに店舗を任せられるように、社員の自主性を育て
ているそうです。また自身の経験から「失敗してもそこから学べば
いい。落ち込まずに次も１００％の力でやってほしい」と話します。
　勉強が趣味というクンナスさんは、時間があれば、さまざまな
ジャンルの書籍を読むのだとか。最後に「興味があることに全力で
取り組み、将来に生かせるスキルを、何か一つ身に付けてほしい」

とエールを送ってくれました。

勉強と就職活動の経験から、
諦めない人材の育成に力を入れています。

Rｅｓｓｕｎ Ｌｕｋｉｏ 出身（フィンランド）

HAAGA-HELIA University of 
Applied Sciences 卒業（フィンランド）

２０１４年経済学研究科修了
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Noe Tanaka

田中 乃絵さん

政 策 創 造 学 部 3 年 次 生

私にしかできないことを求めて

写真提供　FM802

なるほど・ザ・関大！

たかつき アイスアリーナ 創設10周年 さん

今月の

関大生
の友の

輪

次回は、田中さんからのご紹
介で高橋結香さん（社３）が
登場。お楽しみに！

　「関大のフィギュアスケート」が世界レベルにある今、このスケートリンク
も全国的に有名になりましたが、リンクを使う選手は関大生に限らず、実に
多彩。理由の一つは「年中無休」です。関西には１１カ所のスケートリンク
がありますが、その半数は夏季休業となり、国際競技規格も満たした関大
のリンクは貴重です。

　市民にも開放されており、毎年２月中旬の「ウインタースポーツデイ」には
高槻市民が招待されます。また「関西大学カイザーズクラブ」のフィギュアス
ケートクラブやアイスホッケークラブもこのリンクを使い、アイスホッケークラ
ブだけでも約５０人の小中学生が年間約７０回、このリンクで汗を流していま
す。各地の有望フィギュアスケート選手もこのリンクを利用し、既に白岩優奈
さん（中学３年生）はジュニアグランプリに出場し、紀平梨花さん（中学２年生）
は「トリプルアクセルを跳んだ７人目の女子選手」として注目されています。

　日本の大学で初めて国際競技規格を満たしたスケートリンクとして注目された「関西大学 たかつき アイスアリーナ」は２０１６年、創設
10周年を迎えました。髙橋大輔さん、織田信成さんら著名な選手を輩出、グランプリファイナル２０１６銀メダルの宮原知子さん（文学部1年
次生）のほか、2016年世界ジュニア選手権大会優勝の本田真凜さん（関西大学中等部３年生）や同大会出場の中村優さん（政策創造学部
２年次生）ら現役選手が練習に汗を流すリンクの裏側をのぞいてみました。

　ところで興味深い予定表（右表）があります。縦軸に毎月の日付、横軸は時間別の
表で、毎日のどの時間帯にどの団体がリンクを使っているかを示しています。どの月
もたいてい朝７時ごろから使用開始で、おしまいは普通の月で午前２時です。深夜に
は他大学の選手たちが他のリンクより少し安い料金で練習しています。
　大阪大、大阪府立大、京都大、同志社大、立命館大などが常連校です。時に夕方
までの枠が空いて関大の担当者から他大学のチームに「空きが出ましたから良かっ
たらどうぞ」と連絡しますが、京大は「うちは深夜で結構です」との返事。聞けば「家
庭教師をしている学生が多いので、深夜のほうが都合が良いのです」といいますか
ら、こんなところに各大学の特徴がのぞきます。

　リンクには選手に欠かせない裏方がいます。その一人がフィギュアスケートトータル
アドバイザーの田山裕士さんです。梅田に本店がある株式会社小杉スケートの職人
で専門はスケート靴の「調整」。選手の足と靴、その下のエッジ（刃）と氷。この４つが
上手くかみ合って初めて世界レベルのスケーティングが実現します。特に微妙なのが
エッジの両端で、氷に食い込む最先端部分です。これを砥いで鋭くすればするほど、

「氷をガッチリつかむ」ことができます。その分、演技がやりやすくなるのですが、反面、
摩擦が増えるので、なめらかな滑りが阻まれることにもなります。それを調整する微妙
な砥ぎかたが選手によって千差万別で、長年の経験がものをいう作業です。田山さん
への依頼は関西圏だけでなく西日本各地から寄せられるそうです。 

早朝から深夜まで

年中無休

市民にも開放

　２０１６年の夏まで関西大学放送研究会（ＫＢＣ）で活動していた政策創造学部３年次生の田中乃
絵さんは、昨年の１０月からＦＭ８０２のＤＪをしています。夏のＤＪオーディションで前回の雪辱を果
たし、見事合格。新人ＤＪが担当する深夜の帯番組「LNEM─エルネム─」の土曜パーソナリティー
を務めています。番組のコンセプトは「真夜中のミュージックサークルを楽しもう」。現役大学生が
担当する明るい雰囲気が漂う生放送の音楽番組です。
　音楽好きが高じて、番組では「田中からぼたもち」というコーナーを企画。アーティストの知ら
れざる名曲を紹介するこのコーナーは、「移り変わりの激しい音楽業界において、活躍しているアー
ティストの思いを多くの人に伝えたい」という考えから、田中さんの好きなアーティストの曲や、
ぜひとも聴いてほしい曲を流しています。
　小学生の頃からアナウンサーに憧れ、放送部が有名な中高一貫校に入学。放送部でラジオ番組
の制作に関わり、その面白さに魅了されたことと、朗読大会で不本意な成績に終わった時、音楽
に励まされたことがきっかけで、ラジオＤＪを目指すようになりました。
　大学入学後はＫＢＣのアナウンサー部で活躍し、昼の放送でキャンパスＤＪを担当しました。充
実した日々を送りながらも持ち続けていた「もっと上を目指したい」という気持ちが、ＤＪオー
ディションを受ける原動力になったそうです。
　田中さんのモットーは「ラジオはリスナーと一緒に作り上げるもの」、そのためにメッセージ
も自身で選ぶようにしているとのことです。ラジオＤＪの醍醐味はリスナーからリアルタイムに
レスポンスがあることなので、応援メッセージをもらうと「聞いて
くれている人がいる」と実感でき、励みになると言います。
時々、番組スタッフから「話し方が硬すぎる」と注意を受け
るそうですが、リスナーとの距離感を縮めるためにも、親近
感の湧く話し方が大切だということも学んだと話します。
　「私にしかできない仕事をしていたい。それがラジオＤＪ
の世界であれば最高ですね」と語る田中さん。今後はＤＪ
に必要な知識と経験に加え、リスナーが求める元気さと面
白さも兼ね備えていくのが目標だそうです。知識だけで
は言葉に深みが出ないと言われるため、経験を積むため
にこれからもさまざまなことに挑戦していきたいと熱い思
いを語りました。

くん

月間利用時間過去最高の505時間を記録した2013年6月の利用予定表
微妙なエッジ（刃）の調整
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Noe Tanaka
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専門職大学院トピックス

併設校トピックス

臨床心理専門職大学院

関西大学高等部

今年もさまざまな行事を開催予定！ 体系的な研究を目指してアフリカ開発の新展開に市民社会の連携を

客員教授講演会を開催しました 熊本地震調査・四川大学合同シンポ第５回ＳＡ説明会開催

公認会計士試験、商学部３年次生２名在学中合格！

２０１７年春の情報機器の更新

「EU講演会」を実施しました

日頃の成果を発揮する

心理臨床の専門家を目指して

関大生、リオ五輪に出場！

日本研究の国際化を進める

さる11月15日、１・２年生を対象に駐日欧州連
合代表部主催の講演会「EUがあなたの学校
にやってくる」が開催されました。昨年度のド
イツ大使館に引き続き、今年度はスロバキア
大使館からユライ・ペトルシュカ氏（経済・商務
参事官）を招き、EU設立の経緯や歴史、また、
現在の世界情勢も絡めながら、その具体的な
活動について英語で講演をしていただきまし
た。約１時間の講演会の後、本校生からの数多
くの質問にも答えていただきました。今年度
は本校の交流校であるシンガポール・ホワチョ
ン校からの交換留学生（１０人）もこの講演会に
参加しました。
普段聞けないお話を聴講し、生徒たちが今後
の学習に生かしてくれることと思います。

（SGH推進部 国際理解教育主任  渡辺洋）

臨床心理専門職大学院の学生は、学内・学外で
の実習を通じて専門技能の習得に日々、精一杯
取り組んでいます。また、実習での多様な経験
を最大限に吸収するためには、豊かな知識も必
要とされ、机上の学習も重要です。多くの課題
をこなしながら、実習は授業期間外にも継続的
に実践しているため、年末年始は休息をとって
ゆったり過ごせる貴重な時間だったことと思いま
す。新たな年を迎え、心身ともにリフレッシュし
て自分の課題を明確にし、目標に向かってさらに
歩みを進めてほしいと期待しています。心理臨
床は長い年月をかけて学び続けていく仕事です。
これからも心理臨床の専門家を目指して、共に
学び続けていきましょう。

（教学委員　香川香准教授）

社会システムデザイン専攻は「経済アナリスト
プログラム」「マネジメント基礎プログラム」「社
会ネットワークデザインプログラム」の３つの
プログラムを開設しました。指定された科目群
を履修し、レポート課題を提出して内容が認め
られれば修了できます。今年度末にはこれら３
つのプログラムを修了する学生が初めて誕生
する予定です。実習やインターンシップが必修
のプログラムもあり、理論研究と実証分析の
調和を重視する本学部の教育の狙いがプログ
ラムの内容にも反映されています。

（教学主任　橋本理教授）

平成２８年度公
認会計士試験の
合格発表が１１
月に行われ、商
学部３年次生２
名 が 在 学 中 合
格、卒業生７名が見事に合格しました（合格率
10.8％）。商学部では、入学時から簿記・会
計教育に力を入れており、ＣＰＡ説明会、簿記コ
ンテスト、答案練習会などを実施し、今後も積
極的な支援をしていきます。

（岡照二准教授）

社会学部／社会学研究科

１１月１７日「熊本地震災害から見た日本の災害
対策の国際比較と課題の抽出」をテーマに社
会安全学部・四川大学法学院合同シンポジウ
ムを開催しました。社会安全学部は熊本地震
調査プロジェクトを立ち上げ調査チームを派遣
してきました。本シンポでは災害研究の蓄積が
ある四川大学法学院の王建平教授が基調講演
を行い、小山倫史准教授と永田尚三准教授が
熊本地震の被害状況と行政初動対応について
報告しました。四川大学院生による四川地震
事例報告等の後、山崎栄一教授の司会でパネ
ルディスカッションを行いました。

（亀井克之教授）

社会安全学部／社会安全研究科

商学部／商学研究科経済学部／経済学研究科文学部／法学部／法学研究科

人間健康学部／人間健康研究科外国語学部／外国語教育学研究科政策創造学部／ガバナンス研究科

今年度もスタジオ棟内の一部の情報機器等が
更新時期を迎えました。秋学期試験の終了と
ともに更新作業が始まり、卒業式の頃には新し
い設備を利用する準備が整う予定です。更新
されるのは１階と２階の教室とサーバの一部で、
アクティブラーニングやグループワークなど、
学生が主体となる実習室やデジタルファブリ
ケーションに対応した部屋など、新しい教育に
対応した環境整備が行われます。授業以外の
オープン利用もこれまでどおりですので、自習・
課題作成等に大いに活用してください。

（教学主任　小林孝史准教授）

熱狂の日々がいささか懐かしい感じがします
が、関西大学から唯一、リオ五輪に人間健康
学部生が出場しました。出場したのは１年次生
の髙野芹奈さん、競技種目はセーリング（ヨッ
ト）競技４９ｅｒＦＸ級。競技を始めてからなんと
３年半での出場という快挙です。和歌山セーリ
ングクラブ所属の宮川恵子さんと組んで善戦
健闘するも、残念ながら入賞はかないません
でしたが、次回の東京五輪では、もしまだ在
学中だったらがんばってきっと上位入賞してく
れるでしょう！

（森下伸也教授）

外国語学部では２年次生全員が海外の提携校
へ１年間留学（スタディ・アブロード、ＳＡ）を
します。ＳＡプログラム参加のための説明会が年
間７回開催され、第５回スタディ・アブロード説
明会が２０１６年１２月３日に開催されました。納
入学費、緊急時（暴動に巻き込まれる、交通
事故に遭うなど）に受けられる関大トータルリ
スクマネージメントサポート、留学先での危機
管理、留学手続き関係など詳細な説明が行わ
れました。さらに、今回は保護者の方も参加さ
れ、活発な質疑応答が行われました。

（吉澤清美教授）

客員教授講演会
が昨年度４回開催
されました。具体
的には、アジア経
済や中東経済、
国際関係やユネ
スコ 運 動 など、
本学部においてさまざまな研究分野が学べる
特色を生かした講演会となりました。今後とも、
最新のトピックに関する講演会を開催していき
ますので、積極的に参加してください。

（宮下真一教授）

新年を迎え、早々に期末試験の時期がやって
きます。本年度は、１月１６日（月）から到達
度の確認試験、１月２３日（月）から秋学期試
験が始まります。言うまでもなく、これら試験
を受けて日頃の勉学の成果が成績として評価
される非常に重要な行事であり、多くの科目
では授業に出席し勉強していても、試験の点
数が悪ければそれなりの成績になります。「こ
んなはずではなかった」「もっと試験勉強して
おくべきだった」と、後悔しないためにも、日
頃の勉学の成果が存分に発揮できるように準

経済学部では、
津山直子客員教
授によるアフリカ
と私たちとをつな
ぐ講演会を開催し
ています。２０１６
年８月末にはケニアで「第６回アフリカ開発会
議」が開催されました。この会議には政府関係
者だけでなく市民社会の代表も参加しました。
アフリカの市民社会と私たちが連携することで
お互いの発展の道を考えることが大切ですね。

（北川勝彦教授）

文学研究科では、
日本美術史・日本
史・日本文学など
の分野でヨーロッ
パの大学と共同で
研究会を行ってい
ます。昨年は、ルー
ヴェン大学（ベルギー）・チューリッヒ大学（ス
イス）・カレル大学（チェコ）を訪問しました。
海外における日本研究を聞くと新たな研究方向
も見えてきます。 

（原田正俊教授）

法学部では、昨年１１月１４日に、客員教授中
尾巧氏（弁護士）をお招きして学術講演会「検
事という職業」を開催しました。多くの学生が
熱心に聴き入っていました。また、１２月１３日
には、現在、法学部４年次に在学している市役
所・県庁採用予定者に参加協力してもらい、「公
務員試験ガイダンス」を実施しました。
今年も、法学部では、さまざまな「学術講演」
や「ガイダンス」などを開催する予定ですので、
ぜひ参加、出席してください。

（教学主任　佐伯和也教授）

総合情報学部／総合情報学研究科

文学研究科
東アジア文化研究科

各学部・研究科のさまざまな活動や取り組みなど、
トピックスや皆さんへのメッセージをお届けします。学部・研究科トピックス

備して臨んでください。また、学部４年次生は、
試験ではなく日頃の研究成果が卒論発表会な
どで評価されることになります。研究成果が素
晴らしくても、研究発表の場できちんと伝える
ことができなければ、聴衆には評価してもらえ
ません。筆記試験とはまた違う難しさですが、
発表がうまくいっても、そうでなかったとして
も今後の人生の良い経験になるのは保証しま
す。１年間取り組んだ研究の成果をきちんと伝
えられるように、発表の準備を怠らないように
してください。
最後に、今年も第２１回を迎える関西大学先端

科学技術シンポジウムが開催されます。今年
は、１月１９日（木）・２０日（金）に開催予定であり、
ここでは学部４年次生や大学院生だけでなく、
教員の日頃の研究成果発表の場です。また、
学内の教員だけでなくさまざまな研究を行なっ
ている日本全国の大学教員や、研究機関・企
業の研究者も一堂に集まり、最先端の研究成
果に触れることができるシンポジウムになって
います。研究領域の垣根を越えた交流の場で
もありますので、興味があればぜひ参加して
みてください。
（化学生命工学部入試主任　梅田塁准教授）

システム理工学部・環境都市工学部・化学生命工学部／理工学研究科

学校法人関西大学 Kandai Vision 150 を策定

詳細は、Ｋａｎｄａｉ Ｖｉｓｉｏｎ １５０のウェブサイト（http://www.kansai-u.ac.jp/kikaku/ku-keieirinen/）をご覧ください。

　関西大学は創立１３０周年を迎えるに当たり、２０年後の関西大学のさらなる充実・発展のため、どのような人材を
育成するか、どのような学園を目指すのかを全構成員が考え、行動するための指針として、Ｋａｎｄａｉ Ｖｉｓｉｏｎ １５０を
策定しました。
　Kandai Vision 150 では、「学校法人関西大学の将来像（２０年）」として「多様性の時代を、関西大学はいかに生
き抜き、先導すべきか」をメインテーマとし、併せて教育・研究・社会貢献・組織運営に関する４つのサブテーマを掲
げています。具体的には、「変化を続ける社会に、関西大学はいかなる人材を送り出すべきか」「学の真価を問われる
時代に、関西大学はどんな知を提示できるか」「社会貢献のあり方において、『関大らしさ』はどこにあるか」「より柔
軟で堅牢な組織となるために、関西大学はどう変わるべきか」とし、加えて前半１０年間における政策目標を設定してい
ます。今後、この将来像や政策目標を踏まえた行動計画を立案・推進し、関西大学のさらなる充実・発展に取り組みます。
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体育会自転車部の森本晋也さん・野村裕平さんペアが、
全日本学生室内自転車競技選手権大会で優勝

関大トピックス

関大人の冬物語

「百年ひとむかしのパリ・サーカス事情」

編集後記

今月の表紙

カメラマン：文化会写真部 吉内 涼介さん（商2）
モデル：競技かるたサークルの皆さん

　スペインの作家ラモン・ゴメス・デ・ラ・セルナの『サーカス』（原作 １９１７ ： 
拙訳 関西大学出版部  ２０１６）をひもとくと、古きよき時代（ベル・エポック）
のパリのサーカス常打ち館に集まる観客は、意外にも庶民の家族連れではな
く、王侯貴族や上流階級の人びとだったことがわかる。ピカソやコクトーのよ
うな前衛派の芸術家たちも足繁く通い、熱い視線をあびせた。
　当時のサーカスは、キャバレーやダンス・ホールと同様、富裕層の夜の
社交場の色合いを帯びていた。そんなわけで、紳士淑女とも、明治時代
に鹿鳴館でひらかれた舞踏会を彷彿とさせる、何ともきらびやかな服装を

身にまとっていた。
　ふつうは、夜の部のみの興行で、９時半に始まった。さすがは宵っぱりとい
うか、夜ふかしのラテン文化、開演がずいぶんと遅い。とても良家の子女が
行けるような時間ではなかった。その代わり、木曜か日曜の、昼の部の興行（マ
チネー）に、ごちそう入りのお弁当を持って、両親といっしょに出かけた。
　最近知ったのだが、じつは、フランスの小学校は、１９世紀後半から１９７２
年まで木曜がお休みだったのだ。週半ばにひと息つける愉しい日が待ちうけ
ていたのである。これこそラテン的なゆとり教育でなくて何であろうか。

『関西大学通信』は毎号たくさんの学生にご協力いただき、発行にいたっています。いつも読んでいる方は、ぜひお友達に宣伝して
ください。初めて手にとる方はじっくり読んでみてください。今号の「特集」では、学生の皆さんが手軽に行ける温泉や銭湯を取り
上げています。寒さ厳しい季節が続きますので、心身ともにぬくもりに訪れてみませんか。これからも『関西大学通信』をよろしくお
願いします。

発行日：２０１7年1月１０日（年９回発行）
発行：関西大学広報委員会
〒５６４-８６８０ 大阪府吹田市山手町３-３-３５
電話：０６-６３６８-１１２１（大代表）

競技かるたを今まで撮影したことがなく、その俊敏さや迫力に圧
倒されましたが、それに負けないぞという思いで撮影しました。
今回、他の写真部員の手助けもあって、良い写真が撮れたと思っ
ています。

　文部科学省の平成２８年度「私立大学研究ブランディン
グ事業」タイプB（世界展開型）に、本学が申請した「『人に届
く』関大メディカルポリマーによる未来医療の創出」事業が
選定されました。
　「私立大学研究ブランディング事業」とは、学長のリー
ダーシップの下、優先課題として全学的な独自色を大きく
打ち出す研究に取り組む私立大学・私立短期大学に対し
て、経常費・設備費・施設費を一体として重点的に支援する
もの。今年度は、１９８校の申請の中から計４０校（タイプA

（社会展開型）：１７校、タイプB（世界展開型）：２３校）が選定
されました。
　本学ではこれまで、先端科学技術推進機構に設置した医
工薬連携研究センターを中心に、医療の進歩のための革
新的技術の開発に寄与するべく、メディカルポリマーを活
用した医療器材の開発に力を入れてきました。
　本研究ブランディング事業では、この実績を広報戦略「社
会とつながる研究」と定義し、本学が開発中の未来医療を
革新する材料＝関大メディカルポリマー（KUMP）をブラン
ドと位置づけ、「世界の人々に届く」日本発の医療器材の開
発を行い、医療基盤を支えるものづくりの重要性の発信と、
今まで実現し得なかった未来医療への貢献を目指します。

　産学連携プロジェクト「ICT面接トレーニング」は、面接の
場における自己プレゼンテーション力の向上を目的とし
た、大学生の就職活動サポートプロジェクト。「ココロの視
える化サービス」を展開するNTT西日本と、知的活動支援
システムを研究するシステム理工学部・小尻智子准教授の
研究室が手を組み、本プロジェクトが実現しました。
　「ICT面接トレーニング」では、バイタルデータの分析技
術や音声テキスト化技術を活用し、情報を客観的にデータ
化することで、自分自身のバイタルタイプやチャームポイ
ントを知ることができます。面接を指導する側のサポート
ツールとして、面接やプレゼンテーションなどセルフコント
ロールが必要な場面での活用が期待されています。今後
は、学内で行う就職活動支援イベントで、本サービスを試
験的に導入する予定です。

　千里山キャンパスで１２月１１日、「関西大学まちＦＵＮま
つり」を開催しました。本イベントは、関西大学カイザー
ズクラブとママふぁん関西の共催で、多くの市民・卒業生
の方々に大学が楽しい場所であることを体感してもらうこ
とを目的とした、大学・地域一体型イベント。当日は、チ
アダンスやサッカーなどの「各種スポーツ体験」や科学の
不思議を体験できる「サイエンスショー」、「体験ワークショッ
プ＆ステージ」、「子ども店長」等さまざまなイベントを実

施しました。子ども
から大人まで約６‚５
００人の地域住民が
キャンパスを訪れ、
笑顔あふれる一日
を過ごしました。

　１１月２６日・２７日に東京工業大学で行われた第４９回全日
本学生室内自転車競技選手権大会で体育会自転車部（サイ
クルサッカー班）の森本さん（経４）と野村さん（商３）ペアが優
勝を果たしました。
　室内自転車競技とは、屋内で行われる自転車競技の総称
で、サイクルサッカーやサイクルフィギュアなどがあります。
サイクルサッカーは自転車とサッカーが融合したもので、１
チーム２人制の屋内競技と５人制の屋外競技があり、日本で
は２人制の屋内競技が主流。ルールはサッカーとほぼ同じで
すが、手はハンドル、足はペダルから離すことはできないな
ど特有のルールもあります。
　森本さん・野村さんペア
はそれぞれ「学生相手の無
敗」と「インカレ優勝」を目標
としており、見事成し遂げる
ことができました。

文部科学省「私立大学研究ブランディング事業」に
本学の申請事業が選定

NTT西日本との共同トライアル
「ICT面接トレーニング」を開始

「関西大学まちFUNまつり」を開催

（広報課　池田真理）

梅田キャンパスでの記者発表の様子 写真提供：関大スポーツ編集局KU-SMART PROJECT ウェブサイト

平田 渡外国語学部 
特別契約教授


